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１．はじめに 

旋光は分子内の構造において鏡像異性体の有無によりしばしば作り出される。中でも砂糖の主

成分であるスクロース分子は身近な材料で旋光出来るものとして有機化学、科学教育等でしばし

ば取り上げられる(1)。今回、高濃度にした砂糖水による旋光を自作の水槽で測定し、その変化に

規則性が見られることを確認した。 

２．測定方法および結果 

グラニュー糖、上白糖、氷砂糖をそれぞれ水道水で煮溶かし、三種類の砂糖水を濃度 70%に調

製した．それを自作の実験用水槽内に 1000mL 入れ，水槽の短辺にクロスニコル配置となるよう

に偏光板を二枚配置し、水槽内の偏光板位置を調整した。そこに光源として店頭で購入した白色

LEDライトを照射し、コニカミノルタ製分光放射輝度計 CS-1000 を用いて透過光測定を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

図 溶液内の偏光板位置による透過光スペクトルの遷移 

（左上：水道水，右上：グラニュー糖，左下：上白糖，右下：氷砂糖） 

 偏光板位置により透過光スペクトルは変化するが，グラニュー糖，上白糖，氷砂糖のいずれで

も偏光板位置 26~28cmでの透過光ピークは 4~5cmと同様の形状となり，再帰傾向が確認された． 

３．おわりに 

 砂糖水による旋光で観測される透過光スペクトルの形状は偏光板の位置で大きく異なるが，旋

光軸の変化はある一定距離をもって再帰することを確認した． 
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